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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 【１】『巻頭言』 宮嶋泰子氏のクラブに寄せる期待 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■■■■■ 

■スポーツ少年団の機関紙「Sports Just」で、総合型地域スポーツクラブを 

訪ねるシリーズを 10月から担当するようになり、今更ながら、スポーツって 

何？クラブって何？と考えることが多くなっています。 

 地域のクラブの数は増えたけれど、スポーツをする人口は以前と変わってい 

ないのが現状です。これでは何の意味もありません。一人でも多くの人にスポ 

―ツに親しんでもらうためにクラブを作ろうというのが本来の目的だったはず 

です。クラブのあり方、そして、スポーツの定義の仕方に問題があるのかもし 

れません。 

 

■クラブは最初に発生したときから、中に入った人が楽しむものとして存在し 

たために、排他的な側面を持っていました。しかし、今求められているクラブ 

は外に開かれ、気軽に誰もが入ってこれるようなものでなくてはなりません。 

スポーツ好きの人だけが集まった愛好家クラブから、これまでスポーツに縁の 

なかった人もやってくるようなクラブへの変身が求められているのです。 

 常々感じているのですが、これまでの日本の主流だった競技スポーツにこだ 

わる必要もなくなってきているようです。IT 時代の中で脳がデジタル化し、競 

争社会の中で身も心もすり減らしてしまった人々が、人間性を回復できるよう 

な、優しい身体運動が求められているのです。現にクラブで最も人気があるの 

はウォーキングです。脱競技志向は会員獲得のための大きなポイントかもしれ 



ません。 

 

■また小さな子供たちを親と一緒に上手に取り込むことも大切でしょう。今キ 

レる子供が増えていると言われていますが、３歳から 10 歳ぐらいまでに身体 

を動かして遊ぶことが子供の脳の発達には一番大切です。物騒な世の中になっ 

て外で遊ぶこともままならない子供たちが自由に走り回れる場を提供するのも 

クラブが出来ることの一つです。 

 先日訪れた岐阜のクラブでは幼児と一緒に週１度クラブにやってくるお母さ 

んが「ここに来るようになってから風邪を引かなくなりました。今までは育児 

で家に閉じこもっていたのでストレスが溜まっていてすぐ風邪を引いていたん 

ですよ」とおっしゃっていました。子供と親のために、一挙両得ですね。 

 

■そして、高齢者が楽しみにやって来られるような場を作ることも大切な課題 

でしょう。運動によってボケも防げますし、病院にかかる比率もぐんと減って 

きます。また子供たちと関われるような場を提供することでお互いにとてもよ 

い刺激を受け、人生の楽しみも増えるというものです。 

 体を動かす快楽をあらゆる年代の方に知っていただくことをテーマにすれば、 

気がついたときに、そこには素敵なコミュニティが出来上がっているはずです。 

今ほど体を動かす機会が求められていることは無いのですから。 

   （宮嶋泰子 テレビ朝日 報道ステーション リポーター兼ディレクター） 

 

＊宮嶋泰子氏のクラブを訪ねる記事は、日本体育協会発行誌「Sports Just」の 

「総合型地域スポーツクラブを訪ねて」(好評連載中)で、ぜひご覧ください！ 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 【２】『指定クラブ訪問記』 チャレンジドクラブ （高知県春野町） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━   

◆◆◆◆◆ 

◆障がい者と健常者が一緒になってできるスポーツクラブづくりをめざしてい 

ます。クラブマネジャーの片岡さんは、「最初は可能性がよくわからなかった。 

でも今は、何でもできるのが総合型だと思う」と目を輝かせます。 

 チャレンジド（神から挑戦という課題を与えられた人々）が、障がい者の新 

たなライフワークを創造しようと、レンガを積み上げるような活動を続けてい 

ます。           （小松弘幸 高知県クラブ育成アドバイザー） 

 

▼文章全文と写真はこちらから▼ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/news/newsDetail.asp?newsNo=30 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 【３】『総合型クラブ設立・運営のリスクマネジメント（その３）』 

                      クラブの免責条項 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/news/newsDetail.asp?newsNo=30


■Ｑ；クラブの免責条項は、法律的にはどのくらい効果があるのですか？ 

 Ａ；スポーツクラブが会則や参加申込書を作成する場合、「クラブ内で起こっ 

  た事故に関して当クラブは一切責任を負いません」などのクラブの免責条 

  項をよく見かけます。しかしこの条項があっても、実際の状況次第でクラ 

  ブは事故の責任を負う可能性は十分あります。 （行政書士 谷塚 哲） 

 

▼文章全文はこちらから▼ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/news/newsDetail.asp?newsNo=31 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 【４】『世界のスポーツ＆クラブライフ』 スペイン編 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◆◆◆◆◆ 

◆「レアルマドリード」では、空港の近郊に現在も建設中の施設があり、完成 

すれば天然芝・人工芝あわせて 10 面のグラウンドと、ゆったりとしたつくり 

のクラブハウスが備わった立派な施設になります。 

 見学した各クラブとも、土のグラウンドから最新式の人工芝グラウンドへの 

改修を行っていました。今まであったソフト面を生かすためにハードの整備を 

行い、クラブの環境を良くしていこうという考えからだと思います。 

                 （薗田 稔 大分フットボールクラブ） 

  

▼文章全文と写真はこちらから▼ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/news/newsDetail.asp?newsNo=32 
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 【５】『きてみて！クラブハウス』 ＮＰＯ法人ピュアスポーツクラブ 

                         （静岡県静岡市） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■■■■■ 

■スポーツもできるクラブハウスがあったらいいと思いませんか？  

ピュアスポーツクラブのクラブハウスは、大きな鏡もある明るく開放的な空間 

です。ここでは、今人気のヨガやピラティスをはじめ、ダンスなどの教室も行 

われています。クラブハウスの愛称は「ブルーエンジェル」。表通りに面した 

立地で、ライトブルーの目立つ建物自体がクラブの広報も兼ねています。 

 

▼文章全文と写真はこちらから▼ 

http://www.japan-sports.or.jp/local/news/newsDetail.asp?newsNo=33 

 

▽ＮＰＯ法人ピュアスポーツクラブのＨＰはこちらから▽ 

http://www.pure-sc.org 
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